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　　主　　題（2015 ／ 2016）

国 際 会 長　　「信念のあるミッション（使命・目標）」　　　　　　　　　　　　　　

ア ジ ア 会 長　　「愛をもって奉仕をしよう」　

西 日 本 区 理 事　　「あなたならできる！　きっとできる」

中 部 部 長　　「踏み出そう　次の一歩のための今の一歩を」

名古屋クラブ会長　　「燃やそう∞生きるちからを！」

2015 〜 2016　9 月号　(No822)

在　　籍	 23 名
第 1例会	 19 名
　　メネット	 4 名
第 2例会	 9 名
　　メネット	 名
ゲスト・ビジター 	 9 名
メーキャップ	 名
出席率	 91.3%
メネット会	 名
ゲスト・ビジター	 名

8 月クラブ出席 B　　　F

切手	 0pt

現金	 3000pt

小計	 3000pt

切手	 0pt

現金	 3000pt

小計	 3000pt

8
　
月

累
計
（
8
月
）

伊左治	 ◯

尾　関	 ○

小　尾	 ◎

加　藤	 ◯

川　口	 ◎

川　本	 ◯

河　部	 ◎

鬼　頭	 ◯

木　本	 ◯

久保田	 ◎ 

五　島	 ◦

塩　田	 ◎

鈴　木	 ◯

千　賀	 ◎

相　馬	 ◯

谷　川	 ◎

寺　田	

中　村	 ◎

西　村	

牧	 ◎

山　口	 ◯

義　井	 ◦

渡　辺	 ◎

8　月　　個　人　出　席 第 一 例 会（8/22）
　　　　（メネット）	伊左治　尾関　鈴木（晃）　西村　
　　　　（ゲスト）　	常川　牧村　松垣　大久保
　　　　　　　　　	鬼頭コメット・マゴメット②　
	 鈴木コメット②
	 荒川　服部　早川　三井（グランパス）
日韓ユースセミナー（8/19 〜 8/24）　　　　　　　
　　　開会式・歓迎会：�尾関夫妻、小尾、河部、川口、塩田、

千賀、中村、義井、渡辺、
　　　閉会式　　　　：小尾、川口、中村、牧、義井

グランパス・南山合同例会（8/11）
　　　　　　　　　　　川口、川本、河部、谷川、義井、渡辺
　

第　2　例　会

9 月例会プログラム

と　き:2015 年 9月 15日㈫ 7:00p.m. 〜 8:30p.m.
ところ: 名古屋 YMCA
プログラム：10月例会の件他

　枯れ木も山の賑わいと思い名古屋ワイズに入会させていただ

いてもうすぐ 3年になります。先輩諸氏から多くの事を学ば

せていただいております。年度末に有能な先輩たちが退会され

残念でしたが、代わりに 4人も若いメンバーが加わられ名古

屋ワイズもさらに発展することでしょう。

　今夏はまたソウルからの若者達が来名し、先人達が続けてこ

られたユース交流の意義を改めて痛感いたしました。政治家レ

ベルの外交とは異なり、若者たちは闊達に未来を見つめ偏見を

持たない国際交流を目指し、異文化を理解しようと努力してい

ます。

　先日 ICCPJ の台湾の学生のホストファミリーを探していて

感じたのですが、引き受けて下さる家庭がほとんどないことは

悲しい事実です。私が以前かかわっていた公益財団法人でもホ

ストファミリーを探すのは大変でしたが、それでも一年間、高

校へ通わせてお世話をして下さる家庭もありました。ホストを

断られる理由の多くは、「うちは日本家屋なので鍵がかかる部

屋がありません。」「言葉が話せません。」「病気の老人がいます。」

などです。それは我が家でもそうですが、おそらく都会では住

居の狭さが問題だろうと思います。ちなみにアメリカでは年収

300 万程度の家庭でも日本からの学生をホストして下さいま

した。キリスト教の基盤があるからでしょうか。日本でも外国

人の学生にもっと大らかにホームステイをさせていただきる家

庭が増えるとうれしいいと思っています。

　雑　　感　
義　井　裕　子　

会　　長　河部　薫
副 会 長　渡辺　鈴木

書 　 記　谷川　千賀
会　　計　塩田　川口　

ブリテン　久保田　千賀　伊左治　川口

と　き：2015 年 9月 8日㈫ 6:30p.m. 〜 8:30p.m.

ところ：名古屋YMCA　

　			   司　会	 渡辺真悟君

開会宣言　		  会　長	 河部　薫君

ワイズソング

ゲスト紹介

聖書朗読・祈祷		  木本精之助君

食事

プログラム

　「周波数音楽について」　松垣孝二氏

諸報告

ハッピーバースディ

ドライバースピーチ		  鈴木　学君

賛美歌　452

閉会宣言		  会　長	 河部　薫
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■■■ 第 1 例会レポート  ■■■
と　き　2015 年 8月 22日（土）

ところ　メルパルク名古屋（パルケミエル）

　8月の第 1例会は納涼例会としてメルパルク千種のダイニ

ングレストランパルケエミールで行われた。今月は中部部長

公式訪問として荒川部長はじめ三井中部書記、早川会計、服

部事務局長の中部キャビネットをお迎えしての例会となった。

また鈴木ワイズや河部ワイズご招待のたくさんのゲストを迎

え、メネット、コメット、孫メットも参加した華やかな例会

となった。

　例会の中では日韓ユースセミナーで名古屋を訪れているソ

ウル YMCAのユースやスタッフ、日本のユースがセミナー

の中で話し合った平和について発表を行ってくれた。またゲ

ストの常川さんにマジックをご披露いただき、そのマジック

の技術に皆引き込まれていった。ぜひ常川さんのワイズへの

入会を期待しております！さらに鈴木ワイズ、コメットの眸

太君がドアプライズを行ってもらい YMCA国際協力募金へ

のご奉仕を頂いた。眸太君は前年度の 5月もネパール地震

への YMCA募金の奉仕を頂いており、名古屋ワイズになく

てはならい存在となっていると思う。最後に川本ワイズによ

るギター演奏で皆で歌い楽しい例会は終了した。（千賀　将）

■■■  第2例会レポート ■■■

�１）	日韓ユースセミナーについて

２）	中部部会について…出席希望者は書記千賀まで連絡を

３）	8 月例会内容について

４）	9 月例会について

５）	�クリスマス例会について…12月 5日（土）17：30~ 名

古屋ガーデンパレスホテルにて行う

ＳＴＥＰ
　この 8月に STEP プログラムでロシアのウラル山脈のふ

もとのエカテリナブルグから、日本にやってきた 15歳の少

年マトベイ君。彼は 2週間グランパスクラブの松原メン宅、

その後西日本区ワイズ宅にホームステイをする。8月 11日

グランパス・南山合同例会では、マトベイ君による学校生活

やご両親が所属するワイズの紹介があった。授業で社交ダン

スを習うこと、町には金色のたまねぎ形の塔があり、彼はボ

ランティアでは捨てられた犬の保護活動していること、エカ

テリナブルグには 4つのワイズがあり、イギリス・インド・

日本等と IBCを締結していることなど紹介してくれた。松

原ファミリーに暖かく迎えられ、日和田キャンプにも参加し

て日本の夏を過ごすマトベイ君は、STEPを受けいれた国の

ワイズメンバーにも多くの発見、感動をもたらすことを気づ

かせてくれた。� （川口　恵）

周波数音楽の活動は 2013 年から本格的に活動を行い、現在はライブを始め全国へ展開し、ラ
イブやCD販売を中心に活動を行っています。メディカル的要素の高い周波数音楽は、医療関
係者及びそれに準ずる施術者に対して営業展開を行っています。
※チャクラ（気の通り）を基本に、体内にある主たる周波数に同調した周波数を音楽に取り
入れたものです。
ライブ履歴（２０１３～）東京　多摩　長野　名古屋　大阪　福岡　熊本
CDリリース
1ST　album　　「My Voice」　2ND　album　　「神々のしらべ」

例会プログラム

紹介

松垣孝二氏
プロフィール

周波数音楽は未来
に役立つ医療を目
指しています。
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　日韓ユースセミナーが 8月 19 日 ( 水 ) から 24 日（月 )

の日程で行われました。韓国からは 9名（高校生 4名、大

学生 3名、引率スタッフHang 氏とRhee 氏）が参加。

スケジュールは 19日開会式、歓迎会、20日～ 22日日和田

キャンプ場と高山観光、23日閉会式と市内観光、24日帰国。

名古屋ワイズメンバーは、19日開会式・歓迎会、22日名古

屋ワイズ例会でのユースの発表、23日閉会式、と日韓ユー

スと接する機会を持つことができました。19日の歓迎会で

は河部さんと義井さんが料理の準備、23 日 24 日は谷川さ

んがユースを送迎してくださいました。

　日韓ユースセミナーは、1964 年に始まり、いったん途絶

え、長井メンの尽力により再開した名古屋ワイズには大切な

行事です。名古屋ワイズにはかつて引率として参加、あるい

は韓国ユースをホームステイとして受け入れたメンバーも多

くいます。日韓ユースセミナーは、参加したユース相互の友

情、信頼が生まれるだけでなく、私たち大人も暖かく見守

ることで隣人を思う気持ちが強まるという、すばらしいプロ

グラムです。ワイズの例会で、ユース達は平和について考

えたことを発表してくれました。この日韓セミナーがユース

にとって将来 YMCAやワイズに関わるきっかけのひとつに

なったらといいなと思います。� （川口　恵）

「神は言われる。終わりの時に、わたしの霊をすべての人に注ぐ。
すると、あなたたちの息子と娘は預言し、若者は幻を見、老人は
夢を見る。」
� 使徒言行録２章１７節

西　村　　清

　かつてわが名古屋ワイズメンズクラブをリードしてくれた

一人長井潤さんが、「青年」について語ってくれたことがあ

りました。長井さんと交わしたメールがまだ私のパソコンに

多く残っています。彼によると「青年」という言葉は、東京

YMCA創立に尽力・初代会長をつとめ、また同志社社長（総

長）をつとめた小崎弘道の造語だと言います。

　小崎弘道は張九齢の漢詩「鏡に照らして白髪を見る」から

「青雲の志」にヒントを得て「青年」という日本語をつくり

出しました。その意味では、「青年」は「若者」という感覚

があり、またその時代を「青春」とも言われます。

　サムエル・ウルマンの「青春」という詩があります。この

詩は次のような言葉で始まっています。「青春とは人生のあ

る期間ではなく、心の持ち方を言う。ばらの面差し、紅の唇、

しなやかな手足ではなく、たくましい意志、ゆたかな想像力、

もえる情熱をさす。青春とは人生の深い泉の清新さをいう。」

「青春」とは心の若さであるというのです。

　ウルマンはドイツ生まれのユダヤ人で、１１歳の時、両親

とアメリカに渡り、青少年の教育のために尽くした人だと言

われています。「生あるかぎりみずみずしく生きたい」と詩

集の序文で述べています。しかも彼の詩はそのほとんどが

７０歳代に詠まれたものだというのです。彼はユダヤ人とし

てヨーロッパで差別され、またその後も恐らくいろいろな苦

労の多い人生を送りながら、このような若い心を持ち続けた

ことに大きな感動を覚えます。そしてこの詩は次のような言

葉で終わっています。「霊感が絶え、精神が皮肉の雪におお

われ、悲観の氷にとざされるとき、２０歳であろうと人は老

いる。頭（ｺｳﾍﾞ）を高く上げ希望の波をとらえる限り、８０

歳であろうと人は青春にして巳む。」

　ワイズメンズメンズも年々、平均年齢が上がっていること

に杞憂する方も多いが、ワイズメンは常に「青春」を生きて

いる、生き続けている、その生きざまに、ワイズメンの活動

の意味を見出したいと思うのです。　　（川原啓美：『分かち

合いの人生』参照）

日韓ユースセミナー
　　　　　8月 19日（水）〜 8月 24日（月）
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8 月メネット例会

と　き：2015 年 8月 22日

ところ：メルパルク名古屋・パルケミエル

　初めての場所、メンバーに紹介された方々、グランパス

の方々、私がお名前を覚えられない方、故もあって旧メン

バーの方々が少ないと思った会でした。メネットの参加は

伊左治、西村、尾関の 3名と鈴木メンのメネットとコメ

ット 3人でした。

　去る 19日（水曜日）に日韓ユースセミナー（開会式・

歓迎会）に出席しました。団長・スタッフ・団員は高校生

4名。大学生 3名でした。それぞれ通訳付きで報告、挨拶

をされ式を終わり歓迎の食事会となり会長の前日からの大

奮闘の夕食会を頂きました。そのメンバー達が名古屋ワイ

ズ 8月の例会にさよならの挨拶に来てくれまして、日和

田キャンプ、高山、名古屋の観光等について話をしてくれ

ました。元気で帰ってねと祈り将来の日韓の友好の架け橋

になってほしいと願いました。

　送り出してからビールパーティ、賑やかに過ぎてゆき、

国際協力募金の一助のくじ引きのくじを配るのに鈴木コメ

ットが大活躍でした。会長の友人常川さんのマジックもプ

ロ並みの大活躍でした。

　第 19回中部部会がグランパスのホストで 9月 26日に

持たれます。メネット会もあります。各クラブのメネット

さん方是非出席して下さい。中部ではメネット会のあるの

は金沢と名古屋だけです。メネット会のあるクラブもない

クラブも出席しませんか。メネット会はなくてもメンバー

のために種々のご奉仕をされていると思います。そのお話

も伺いながら一度ご一緒に会を持ちませんか？

　たのしみにして居ります。� （尾関静枝）　

9月 26日（土）中部部会・メネット会

メネットアワーに出席してください。

9月メネット会ごあんない

　会費は月額7,000円、年額84,000円です。特別
メネット会員は年額24,000円です）
　できるだけ6ヶ月分42,000円を 7月と1月に納
入してくださるよう、お願いします。（3ヶ月分ずつ
納入される方は7月、10月、1月、4月に納入して
下さい）
ゆうちょ銀行　記号 12120　番号 82306781
　　　　　なまえ　ナゴヤワイズメンズクラブ

会計より会費納入のお願い

▼ YMCAニュース▼
　この夏も無事にサマープログラムを終え、２学期がス

タート。毎年のことながら、秋は行事の多い時期になりま

す。幼稚園や保育園の運動会やバザー、チャリティランや

チャリティゴルフなど目白押しです。

　そして、今年は、全国リーダー研修会も名古屋 YMCA

主管での実施ということで、多くの方のご協力が必要とな

ります。是非、お時間の許す中で、ご協力いただければと

思いますので、よろしくお願いいたします。

今後の予定

・全国リーダー研修会 2015

　2015 年 9月 19日～ 22日　日和田高原キャンプ場

・第２２回インターナショナル・チャリティラン 2015

2015 年 11月７日（土）名城公園

・チャリティゴルフ大会

　2015 年 11月 21日（土）中部国際ゴルフクラブ（予定）

メン　　
9月	5 日	 久保田　啓君
	 13 日	 尾関　　明君
	 27 日	 伊左治正文君

現金
　塩田　　保君	 1500pt
　山口　一雄君	 1500pt


